
熊本会場：グランメッセ熊本

札幌会場： 
TKP札幌駅カンファレンスセンター

東京会場： 
TKP東京駅カンフェレンスセンター

住所：〒861-2235 熊本県上益城郡益城町福富1010
アクセス：最寄り駅等ございません。
各自 交通手段をご手配の上お越しください。

住所：〒060-0807 北海道札幌市北区北７条西2-9
ベルヴュオフィス札幌 2階・3階
アクセス：札幌市営南北線 さっぽろ駅 16出口 徒歩1分
JR函館本線 札幌駅 北口 徒歩2分

住所：〒103-0028 東京都中央区八重洲1-8-16
新槇町ビル10～12階　
アクセス：JR山手線 東京駅 八重洲中央口 徒歩1分
JR総武線 東京駅 八重洲中央口 徒歩1分
JR横須賀線 東京駅 八重洲中央口 徒歩1分
東京メトロ丸ノ内線 東京駅 自由通路経由 徒歩7分

国際セミナー「乳牛と肉牛の最新ストレス管理科学」を、
Arm & Hammer Animal and Food Production社の主催により
開催いたします。セミナーでは米国より著名な専門家を招き、
乳牛と肉牛へのストレス管理、特に暑熱ストレスに注目した
最新技術を提供します。

招待状

お送りしているGoogleフォーム、または
右QRコードよりご回答ください。

開催会場

主催：Arm & Hammer Animal and Food Production／協賛：日曹商事株式会社／通訳：安井　喬（ディリー・コンサルティング株式会社）

（ホール10A）

開催日時　2023年7月21日（金）

開催日時　2023年7月19日（水）

開催日時　2023年7月17日（月）

＼ 先着100名程度 ／
席数に限りがございます

セミナー参加費・昼食代・懇親会費：無料



乳脂肪合成、代謝、そして免疫代謝を専門とした幅広い研究活動により業界に
貢献。査読付き学術論文多数、また学会抄録・紀要などにも多くの論文を出版
する。ミネソタ大学理学士号と理学修士号、コーネル大学博士号。

主な経歴

主な経歴

Arm & Hammer Animal and Food Production酪農技術サービスマネージャー。
酪農家が現場で抱える課題や牛群の回復力向上のサポートを専門とし、乳牛の体内
システムにおけるTargeted Microbial Solutionsの専門知識を用いて、実践的な
見識を提供する。アリゾナ大学学士号、カンザス州立大学修士号、ウィスコンシン
大学マディソン校博士号。

ランス・バームガード博士

ベン・セイラー博士

プログラム内容  ※プログラム内容は全会場共通です

時間 プログラム 発表者

9:00 - 正午
（8:30開場）

昼食

プレゼンテーション
「ストレス：最新科学と対策」について

アイオワ州立大学動物科学科教授
ランス・バームガード博士

ストレスと牛の生態における複雑な機序について、包括的でわかりやすい情報を提供します。ストレスが免疫システムおよびパフ
ォーマンス全般に与える重大な影響について考察し、乳牛と肉牛の共通の課題である暑熱ストレスが神経系・内分泌系に及ぼす影
響についてもお話しします。質疑応答では具体的なご質問についてお答えします。

13:00 - 15:00 プレゼンテーション
「ストレス管理のための新技術」について

Arm & Hammer Animal and Food 
Production酪農技術サービス
マネージャー、ベン・セイラー博士

画期的なシンバイオティクス「ストレスマネージャー」の紹介とストレス管理への革新的な取り組みをお話しします。この新しい
シンバイオティクスの作用機序および、研究結果に裏付けられた牛の健康と生産性への向上効果を掘り下げて説明します。質疑応
答を通して出席者の方々の理解が深まるよう努めます。

15:30～ 懇親会（東京・札幌会場のみ）

別会場にて懇親会を行います。バームガード博士とセイラー博士に引き続きご質問が出来ます。
また日本および各国の参加者とご交流ください。

お弁当とコーヒー、お茶などをご用意しております。

本国際セミナーは、牛の健康とパフォーマンスを最適にする秘訣を発見できる貴重な機会となります。
ストレス科学分野の権威であるランス・バームガード博士に、最新の研究結果、そして実践的戦略を
駆使してストレスを効果的に管理することで、生産性と健康維持への潜在能力を最大限に引き出す方法を
ご教示いただきます。この非常に貴重なチャンスを、知識を深め、牛群の健康を最適に保つことに
お役立てください。本セミナーには、著名なバームガード博士の講演を聴講するためにオーストラリア、
中国、韓国、インド、ニュージーランド、そして南アフリカといった世界中の業界関係者が出席します。
最新の科学に触れるだけでなく、各国の情報を得て親睦を深める場としても是非ご参加ください。

講師紹介


